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二
〇
〇
九
年
七
月
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
区
都
で
、
死
者
や

負
傷
者
が
出
る
大
規
模
な
ウ
イ
グ
ル
人
と
漢
人
の
衝
突
が
発
生
し

た
。
こ
れ
は
広
東
の
玩
具
工
場
で
ウ
イ
グ
ル
人
労
働
者
が
漢
人
に
撲

殺
さ
れ
た
事
件
へ
の
抗
議
デ
モ
に
端
を
発
し
た
も
の
で
、
民
族
に
分

か
れ
て
の
死
闘
と
な
っ
た
当
初
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
が
漢
人
に
危
害
を

加
え
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
聞
く
。
と
こ
ろ
が
公
安
警
察
は
、
ウ
ル

ム
チ
市
に
居
住
す
る
ウ
イ
グ
ル
人
男
性
を
自
宅
か
ら
次
々
に
連
行
、

居
場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
る
人
が
続
出
し
た
。
現
在
に
至
る
も
行
方

不
明
に
な
っ
て
い
る
人
は
多
い
。

　

事
件
か
ら
一
週
間
後
、
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
が
在
日
ウ
イ
グ
ル

人
経
由
で
「
ウ
ル
ム
チ
事
件
に
つ
い
て
の
当
局
発
表
と
、
ウ
イ
グ
ル

人
が
収
集
し
た
情
報
で
は
大
き
な
齟
齬
が
あ
る
。
私
が
聞
き
知
っ
た

こ
と
を
日
本
で
発
表
す
る
場
が
ほ
し
い
。
ア
メ
リ
カ
で
す
ぐ
発
表
で

き
る
場
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
連
絡
し
て
き
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
９
・
11
の
後
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
提
唱
し
、
グ
ア

ン
タ
ナ
モ
基
地
に
テ
ロ
リ
ス
ト
の
疑
い
が
あ
る
人
々
を
拘
束
し
た

が
、
実
は
、
そ
の
動
き
に
便
乗
し
た
の
が
中
国
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
反
革
命
分
子
、
国
家
分
裂
主
義
者
と
呼
ん
で
い
た
ウ
イ
グ
ル
人
の

反
政
府
活
動
家
に
対
し
て
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
、

抵
抗
の
芽
を
摘
ん
だ
。
中
国
共
産
党
は
、
か
つ
て
革
命
権
を
行
使
し

て
中
華
民
国
政
府
を
転
覆
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
イ
グ
ル
人
の

抵
抗
権
は
徹
底
し
て
否
定
す
る
。
ウ
ル
ム
チ
事
件
も
、「
テ
ロ
リ
ス

ト
の
仕
業
」
と
大
々
的
に
宣
伝
し
た
。

　

ラ
ビ
ア
は
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
直
前

明
治
大
学
准
教
授

水
谷
尚
子

ウ
ル
ム
チ
事
件
で
の
衝
突
以
来
、
中
国
政
府
の

締
め
付
け
は
、
習
近
平
政
権
で
さ
ら
に
苛
烈
な
も
の
に
。

救
援
の
た
め
に
奔
走
す
る
筆
者
が
見
た
そ
の
実
相
と
は
。

国
際
社
会
や
日
本
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
。

み
ず
た
に　

な
お
こ　

日
本
女
子
大
学
大

学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
専

門
は
現
代
中
国
史
・
近
現
代
日
中
関
係
史
。

一
九
九
〇
～
九
三
年
復
旦
大
学
、
九
八
～

二
〇
〇
〇
年
中
国
人
民
大
学
へ
留
学
。
著
書

に『
中
国
を
追
わ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
人
』『「
反
日
」

以
前
中
国
対
日
工
作
者
た
ち
の
回
想
』な
ど
。 

「
ウ
イ
グ
ル
問
題
」と
関
わ
り
続
け
て（
完
結
）



トレンド 2021

129

に
な
っ
て
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
「
場
所
は
提
供
す
る
が
、
主
催
者
か

ら
下
り
た
い
」
と
言
い
出
し
た
。
そ
こ
で
急
遽
、
私
が
主
催
し
て
会

見
を
行
っ
た
。
日
本
の
み
な
ら
ず
各
国
メ
デ
ィ
ア
や
大
使
館
員
ま
で

や
っ
て
く
る
大
規
模
な
会
見
と
な
っ
た
一
方
で
、
在
日
中
国
大
使
館

は
『
ウ
ル
ム
チ
事
件
と
ラ
ビ
ア
氏
』
と
題
し
た
日
本
語
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
メ

デ
ィ
ア
関
係
者
に
配
布
し
、
こ
の
事
件
は
ラ
ビ
ア
が
扇
動
し
た
と
主

張
し
た
。
国
家
分
裂
を
目
論
む
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
在
外
ウ
イ
グ
ル

人
政
治
活
動
家
が
描
写
さ
れ
る
の
は
常
套
手
段
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

で
も
ウ
イ
グ
ル
人
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
戦
い
を
描
く
も
の
が
複
数
存
在

す
る
（『
天
山
緊
急
出
動
』
な
ど
）。

　

ト
ル
コ
で
会
っ
た
ウ
ル
ム
チ
市
イ
ス
ラ
ム
墓
地
の
墓
掘
職
人
を
し

て
い
た
と
い
う
密
航
政
治
亡
命
者
も
ま
た
、「
当
局
発
表
の
ウ
ル
ム

チ
事
件
ウ
イ
グ
ル
人
死
者
数
と
、
私
が
当
時
埋
葬
し
た
死
者
数
は
あ

ま
り
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
」
と
証
言
し
て
い
た
。「
死
者
は
拘

束
者
で
、
拘
置
所
で
報
復
の
た
め
殺
害
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

の
見
解
で
あ
っ
た
。
ウ
ル
ム
チ
事
件
後
の
ウ
イ
グ
ル
人
行
方
不
明
者

に
つ
い
て
は
、
現
在
も
な
お
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。　

　

翌
二
〇
一
〇
年
三
月
、
私
は
中
国
の
北
京
空
港
で
入
国
を
拒
否
さ

れ
た
。
中
国
共
産
党
は
、
特
に
学
者
の
文
筆
活
動
に
厳
し
い
目
を
向

け
、 

“Eurasian Crossroads: A
 H

istory of X
injiang

”を
書

い
た
、
米
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ミ
ル
ワ
ー
ド
教
授

ら
、
ア
メ
リ
カ
人
新
疆
研
究
者
た
ち
も
入
国
拒
否
に
遭
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
自
由
が
あ
っ
た
胡
錦
濤
時
代

　

し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
胡
錦
濤
時
代
の
新
疆
政
策
に
は
、
ま

だ
改
善
方
向
へ
の
「
揺
れ
」
が
感
じ
ら
れ
た
。
江
沢
民
時
代
に
抜
擢

さ
れ
、
一
九
九
〇
年
代
に
反
政
府
運
動
の
武
力
鎮
圧
を
徹
底
し
て
、

「
新
疆
王
」
と
揶
揄
さ
れ
た
王
楽
泉
を
、
胡
錦
濤
は
ウ
ル
ム
チ
事
件

の
責
任
を
取
ら
せ
て
失
脚
さ
せ
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
比
較
的
穏
健
な

張
春
賢
を
自
治
区
党
書
記
の
後
任
と
し
た
。
張
春
賢
は
ウ
イ
グ
ル
民

族
帽
ド
ッ
パ
を
被
っ
て
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
家
を
訪
ね
て
話
を
聞
く
姿

が
報
じ
ら
れ
る
な
ど
、
結
果
と
し
て
歴
代
新
疆
党
書
記
の
中
で
最
も

融
和
的
な
人
物
と
な
っ
た
。

　

こ
の
時
代
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
激
な
発
展
と
と
も
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
専
門
と
す
る
ウ
イ
グ
ル
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ト

を
開
設
し
、
ウ
イ
グ
ル
語
サ
イ
ト
が
「
百
家
争
鳴
」
し
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。
検
索
す
れ
ば
、
ウ
イ
グ
ル
人
や
新
疆
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
ウ
イ
グ
ル
語
で
も
漢
語
で
も
ヒ
ッ
ト
し
、
ウ
イ
グ
ル
語
サ

イ
ト
で
は
、
敏
感
な
政
治
問
題
に
も
果
敢
に
意
見
を
戦
わ
す
さ
ま
が

見
受
け
ら
れ
た
。と
こ
ろ
が
習
近
平
時
代
に
な
る
と
、こ
れ
ま
で
ネ
ッ

ト
上
に
存
在
し
た
著
名
ウ
イ
グ
ル
人
の
経
歴
や
、
過
去
の
ニ
ュ
ー
ス

の
た
ぐ
い
さ
え
も
、
一
切
の
情
報
が
遮
断
さ
れ
て
閲
覧
で
き
な
く
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な
っ
て
し
ま
っ
た
。

習
近
平
「
西
部
大
開
発
」
か
ら
「
一
帯
一
路
」
へ　

　

中
国
で
は
二
〇
一
二
年
、
政
府
へ
陳
情
や
異
議
申
し
立
て
す
る

人
々
や
反
政
府
活
動
家
を
鎮
圧
す
る
た
め
の
治
安
維
持
予
算
が
、
国

防
予
算
を
上
回
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
予
算
の
主
要
な
消
費

先
は
新
疆
で
あ
る
。
翌
一
三
年
国
家
主
席
と
な
っ
た
習
近
平
は
、
同

年
、
国
内
安
全
保
障
戦
略
を
定
め
る
統
括
司
令
塔
「
国
家
安
全
委
員

会
」
を
設
立
し
た
。
旧
ソ
連
Ｋ
Ｇ
Ｂ
を
ハ
イ
テ
ク
進
化
型
に
し
た
よ

う
な
組
織
の
誕
生
で
あ
る
。

　

一
四
年
四
月
に
発
生
し
た
「
ウ
ル
ム
チ
駅
爆
破
物
炸
裂
事
件
」
は
、

新
疆
を
訪
問
し
た
習
近
平
を
狙
っ
た
と
さ
れ
、
こ
の
せ
い
で
習
の
新

疆
政
策
が
硬
化
し
た
と
の
説
が
よ
く
語
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
第
一
の

原
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
江
沢
民
が
提
唱
し
た
「
西
部
大
開
発
」
を
、

胡
錦
濤
は
着
実
に
実
行
し
て
中
国
沿
岸
域
を
経
済
発
展
さ
せ
た
。
習

は
強
い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
権
威
と
威
信
を
誇
示
す
る
た
め
に
も
、
そ

れ
以
上
の
目
玉
と
な
る
経
済
政
策
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
同
年
一
一

月
か
ら
「
一
帯
一
路
」
を
提
唱
し
た
。
そ
し
て
そ
の
執
行
の
た
め
に
、

新
疆
で
す
で
に
商
業
基
盤
を
構
築
し
て
い
た
テ
ュ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム

を
排
除
し
て
彼
ら
の
経
済
活
動
を
破
壊
し
、
そ
の
地
の
経
済
を
握
る

主
権
者
を
交
代
す
る
「
漢
化
策
」
が
必
須
で
あ
っ
た
の
だ
。　

　

二
〇
一
六
年
に
テ
ュ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム
強
制
収
容
の
ニ
ュ
ー
ス
が

伝
え
ら
れ
て
以
降
、
私
の
も
と
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
各
地
の
大
学
事
務
室
か
ら
は
「
留
学
を
許

可
し
た
中
国
在
住
ウ
イ
グ
ル
人
学
生
が
音
信
不
通
と
な
っ
た
」、
在

日
ウ
イ
グ
ル
人
学
生
か
ら
は
「
親
と
連
絡
が
取
れ
ず
仕
送
り
が
途
絶

え
た
」「
公
的
な
証
書
が
取
り
寄
せ
ら
れ
ず
資
格
試
験
申
請
が
で
き

な
い
」、
日
本
で
働
く
ウ
イ
グ
ル
人
か
ら
は
「
中
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト

が
切
れ
そ
う
な
の
で
大
使
館
に
連
絡
し
た
ら
帰
国
し
ろ
と
い
わ
れ
た

が
、
日
本
の
ビ
ザ
だ
け
で
日
本
で
生
活
で
き
る
か
」
な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
某
大
学
の
院
生
が
下
宿
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
一
時
帰
国
し

た
が
、
日
本
に
戻
ら
な
い
」「
親
族
が
収
監
さ
れ
た
」「
就
職
が
決
ま

ら
な
い
が
、
難
民
申
請
す
る
以
外
に
日
本
に
残
る
方
法
は
あ
る
か
」

な
ど
と
い
う
切
実
な
相
談
も
日
常
的
に
耳
に
し
た
。

　

新
疆
で
強
制
収
容
が
始
ま
る
と
、
中
国
か
ら
日
本
に
来
る
ウ
イ
グ

ル
人
の
流
れ
は
止
ま
っ
た
が
、
実
は
こ
の
時
期
に
新
た
に
来
日
し
た

ウ
イ
グ
ル
人
も
い
る
。
そ
の
多
く
は
親
が
党
軍
幹
部
ク
ラ
ス
で
、
人

脈
を
駆
使
し
て
子
を
国
外
に
逃
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
苦
労
知
ら
ず

に
育
っ
た
こ
れ
ら
の
若
者
は
、
日
本
で
ハ
ン
グ
リ
ー
に
学
び
、
生
き

て
い
く
の
が
難
し
く
、
恐
れ
か
ら
日
本
の
ウ
イ
グ
ル
人
組
織
に
連
絡

も
し
な
い
。
現
在
、
在
日
ウ
イ
グ
ル
人
社
会
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
そ
う
し
た
若
者
を
ど
う
導
く
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
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私
は
長
く
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
日
本
の
中
国
部
門
に
関
わ
り
、
近
年
は

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
と
明
治
大
学
現
代
中
国
研
究
所
共
催
で
証
言
集
会
を

開
い
て
き
た
。
例
え
ば
一
八
年
に
は
、
元
強
制
収
容
所
収
監
者
で
奇

跡
的
に
国
外
脱
出
で
き
た
元
旅
行
会
社
副
社
長
オ
ム
ル
・
ベ
カ
リ
と
、

国
家
分
裂
主
義
者
と
し
て
拘
束
さ
れ
た
新
疆
大
学
学
長
タ
シ
ポ
ラ
ッ

ト
・
テ
ィ
ッ
プ
の
弟
ヌ
ー
リ
・
テ
ィ
ッ
プ
の
二
人
を
招
き
、
一
九
年

に
は
元
女
性
収
監
者
メ
ヒ
ル
グ
ル
・
ト
ゥ
ル
ス
ン
と
リ
モ
ー
ト
で
結

び
、
話
を
聞
い
た
。
テ
ィ
ッ
プ
兄
弟
は
、
と
も
に
長
い
間
日
本
で
教

育
を
う
け
、
タ
シ
ポ
ラ
ッ
ト
は
日
本
で
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。

　

身
内
が
強
制
収
容
所
に
い
る
一
五
名
ほ
ど
の
在
日
ウ
イ
グ
ル
人
を

連
れ
て
、外
務
省
人
権
課
へ
状
況
説
明
と
陳
情
に
行
く
こ
と
も
し
た
。

公
の
証
書
が
足
り
な
い
た
め
国
家
試
験
の
受
験
資
格
を
得
ら
れ
な
い

ウ
イ
グ
ル
人
学
生
に
付
き
添
っ
て
関
係
省
庁
に
事
情
説
明
に
行
っ
た

り
、
難
民
申
請
や
滞
在
ビ
ザ
延
長
願
い
の
作
文
を
手
伝
っ
た
り
、
入

管
通
い
も
し
た
。
日
本
で
心
を
病
ん
で
学
業
を
修
了
で
き
ず
、
ビ
ザ

が
切
れ
て
も
帰
国
を
拒
ん
で
入
管
に
拘
束
さ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
人
の
仮

釈
放
身
元
引
受
人
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
、
最
近
は
こ
う

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
個
人
で
続
け
る
こ
と
に
限
界
を
感
じ
て
い

る
。
人
権
尊
重
や
生
存
権
は
、人
類
共
通
の
価
値
観
で
あ
る
は
ず
だ
。

あ
る
民
族
集
団
を
対
象
と
し
た
、
国
家
規
模
の
大
規
模
な
生
存
権
侵

害
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
か
の
法
の
下
で
対
処
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
ら
な
く
て
は
、
誰
か
が
、
い
つ
果
て
る
と
も
な
い
徒
労
を
続
け
る

こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。　

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
イ
ス
ラ
ム
運
動
と
「
テ
ロ
」

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
政
治
協
商
会
議
副
主
席
ア
ロ
ン
ハ
ン
・
ハ

ジ
を
狙
っ
た
暗
殺
未
遂
事
件
（
一
九
九
六
年
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
国
共
産
党

の
役
職
に
就
き
、
同
族
を
弾
圧
す
る
側
に
回
っ
た
者
の
命
を
狙
っ
た

ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
が
い
た
。
カ
ミ
カ
ゼ
ア
タ
ッ
ク
的
な
自
死
も
辞
さ

ぬ
攻
撃
が
何
度
も
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ

ら
は
背
後
に
巨
大
な
組
織
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
政
治
に
不
満
を

持
っ
た
人
々
の
、
地
域
性
の
高
い
小
規
模
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
散
発
的

な
行
動
が
主
体
で
あ
っ
た
。

　

９
・
11
以
降
、
中
国
共
産
党
は
そ
う
し
た
反
政
府
活
動
を
、「
テ

ロ
組
織
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
イ
ス
ラ
ム
運
動
（
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
）
に
よ
る

仕
業
」
と
国
際
的
に
喧
伝
し
た
。「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
遂
行
す
る

ア
メ
リ
カ
は
、
中
国
共
産
党
に
呼
応
し
て
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
を
二
〇
〇
二
年

テ
ロ
組
織
に
指
定
し
た
が
、
そ
の
活
動
実
態
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を

口
実
に
、
二
〇
年
に
指
定
解
除
す
る
。
今
年
に
な
っ
て
中
国
中
央
電

視
台
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
暗
流
湧
動—

—

中
国
新
疆
テ
ロ
に

反
対
す
る
戦
い
を
挑
む
』
を
作
成
し
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
に
も
転
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載
し
て
自
ら
の
主
張
を
開
陳
し
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｍ
テ
ロ
組
織
解
除
が
大
い
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

私
は
二
〇
一
五
年
前
後
、
ト
ル
コ
や
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
で
、
イ
ス

ラ
ム
系
の
ウ
イ
グ
ル
人
反
政
府
組
織
構
成
員
だ
っ
た
（
あ
る
い
は
現

役
構
成
員
）
と
名
乗
る
人
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
中
国

は
「
在
外
勢
力
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
が
新
疆
の
テ
ロ
を
主
導
し
て
い
る
」
と
の

自
説
を
、
テ
ュ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム
を
強
制
収
容
す
る
口
実
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
全
く
事
実
に
反
す
る
。
中
国
共
産
党
は
、
在
外
ウ
イ

グ
ル
人
イ
ス
ラ
ム
組
織
の
実
態
と
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
、
事
実
を

公
表
す
る
こ
と
な
く
、
ま
る
で
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
と
い
う
「
巨
大
イ
ス
ラ
ム

過
激
テ
ロ
組
織
」
が
実
在
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
人
を
誘
導
し
、
大
規
模

テ
ロ
を
仕
掛
け
て
い
る
か
の
よ
う
な
一
大
宣
伝
を
打
っ
て
い
る
。

 

「
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
」
に
強
制
収
容
さ
れ
た
農
民
の
中
に
は
、
昔

の
狩
猟
銃
を
納
屋
に
置
い
た
ま
ま
忘
れ
て
い
た
の
が
見
つ
か
り
、
テ

ロ
リ
ス
ト
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
何
年
も
拘
束
さ
れ
た
ま
ま
の
者
も

い
る
。
両
面
人—

—

政
治
の
要
職
に
就
き
な
が
ら
、「
イ
ス
ラ
ム
過

激
派
思
想
」
に
毒
さ
れ
た
人
々
と
接
触
し
て
い
た
者—

—

の
逮
捕

拘
束
も
大
々
的
に
宣
伝
し
て
い
る
。
特
に
気
が
か
り
な
の
は
、
新
疆

教
育
庁
元
長
官
で
あ
っ
た
サ
ッ
タ
ル
・
ダ
ウ
ッ
ト
で
あ
る
。
彼
の
作

成
し
た
ウ
イ
グ
ル
語
教
科
書
が
、
国
家
分
裂
主
義
者
を
生
ん
で
い
っ

た
と
結
論
づ
け
て
、
死
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
。
彼
は
日
本
に
暮
ら
し

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
経
験
を
記
し
た
エ
ッ
セ
ー
が
、
長
く
ウ
イ
グ

ル
語
テ
キ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
、
愛
読
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
「
国
家

分
裂
主
義
」
に
結
び
つ
く
と
は
と
う
て
い
思
え
な
い
。

ウ
イ
グ
ル
問
題
に
も
っ
と
理
解
を

　

私
は
新
疆
や
ウ
イ
グ
ル
民
族
へ
の
興
味
か
ら
、
証
言
や
史
資
料
を

積
み
上
げ
て
き
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
ウ
イ
グ
ル
問
題
は
日
本
で
も

認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
だ
が
、
漢
人
へ
の
憎
悪
や
ヘ
イ
ト
の
材
料

と
し
て
、
こ
の
問
題
が
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
、
さ
ら
に

ウ
イ
グ
ル
人
の
中
に
は
、
漢
人
を
口
汚
く
罵
る
日
本
人
が
支
援
者
・

味
方
だ
と
見
な
す
者
も
い
る
。
一
方
で
、
中
国
共
産
党
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
を
検
証
す
る
こ
と
な
く
信
じ
る
日
本
人
も
お
り
、こ
の
問
題
は
、

今
で
は
い
わ
ゆ
る
思
想
・
情
報
戦
の
体
を
成
し
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
日
本
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
に

と
っ
て
比
較
的
簡
単
に
出
国
で
き
、
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ
る
国
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
強
制
収
容
が
始
ま
る
前
の
新
疆
で
、
社
会
を
牽

引
し
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
人
に
は
タ
シ
ポ
ラ
ッ
ト
の
よ
う
な
日
本
留
学

組
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
元
留
学
生
た
ち
は
、
現
地
社
会
の
役
に
立

ち
た
い
と
の
志
が
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
帰
国
の
道
を
選
ん
だ
の
だ
。
日

本
政
府
に
は
、
日
本
で
学
ん
だ
ウ
イ
グ
ル
人
の
安
否
を
、
中
国
政
府

に
問
い
た
だ
し
て
欲
し
い
と
切
に
願
っ
て
い
る
。
●




